
柳井です。 

それでは、2014年８月期の業績と今後の展望についてお話し致します。 

 



まず、2014年８月期の業績ですが、JGAAPベースで増収、営業利益は増益を達成いたしました。 
業績のポイントですが、国内ユニクロ事業は、利益率が改善され、増益となりました。 

海外ユニクロ事業でも大幅な増収増益を達成しました。一方、J Brand事業の減損損失により、 
当期純利益は減益となりました。 



次に、2015年８月期の予想ですが、売上収益が1兆6,000億円、前期比15.7％増、 
営業利益が1,800億円、同38.0％増、親会社の所有者に帰属する当期利益は1,000億円 

同34.1％増です。 
 

セグメント別の営業利益のトレンドは、スライドの通り、各セグメントで増益を予想しております。 



我々の当面の優先課題ですが、国内ユニクロ事業の安定成長、海外ユニクロ事業の 
成長を加速、グローバルブランド事業の改革にあります。 



まず、ユニクロのブランドの本質についてお話します。 
ユニクロは、世界で唯一のLifeWearのブランドをめざしています。 

 
LifeWearとは、人々が自然に手に取ってしまうような服、人々の生活に密着した 

日々の生活を豊かにするような究極の普段着です。 
 

また、優れた機能、品質、洗練されたデザインと革新性、ニュース性を兼ね備え 
ながら、誰もが手に届く、手頃な価格の服です。 

 



次に、海外ユニクロ事業ですが、各エリアで本格的な事業展開をしていきたいと思います。 
 

グレーターチャイナでは、年間100店舗を出店し、1,000店舗をめざします。 
 

韓国では、継続的な高成長を続け、韓国で一番愛されるブランドになりたいと思っています。 
 

東南アジアでは、出店エリアを拡大し、東南アジアを代表するブランドになると同時に、 
東南アジア各国でNo.1ブランドになりたいと考えています。 

 
米国では、早期に黒字化を達成すると同時に、米国でNo.1ブランドになりたいと思います。 

年間30店舗を出店し、西海岸・東海岸を主力にチェーン網を築くと同時に、近い将来には、 
年間100店舗を出店できるようにしたいと考えています。 

 

欧州では、主要な都市に進出し、出店を速めたいと思います。まずは年間10店舗の出店を 

めざし、できるだけ早く、年間20～30店舗の出店が出来るようにしていきたいと思っています。 
 

新規国としては、ドイツとオーストラリアへ進出し、大成功を収めることができました。 
今後は、インドへの進出も検討しています。 

 



GU事業ですが、売上高1,000億円を達成いたしました。次は、売上3,000億円、営業利益300億円
をめざします。 

 
セオリー事業は、日米に加え、欧州、アジアを強化し、10億ドル以上の、真のグローバルブランド

にしたいと思います。 
 

CDC事業、PTT事業は、フランスを代表するブランドとしての原点を磨くと同時に、ファースト 
リテイリングのプラットフォームを使って、グローバルブランドにしていきたいと思います。 

 
また、Ｊ Ｂｒａｎｄ事業は、デニムのリーディングカンパニーとして、グローバルブランドにしていき

たいと考えています。 

 



我々の中期目標は、2020年度に売上高５兆円、営業利益１兆円の世界No.1のブランドに 
なることです。その中間地点として、まず３年後に、売上高2.5兆円をめざします。 

 



３年後の到達目標として、世界で一番良い方法で、全員で経営するという、グローバルワン・ 
全員経営の実践を続けていきたいと思います。 

 
また、世界最適の人と場所をつなぐ、グローバルヘッドクォーターによる経営を行っていきます。 

 
リアルとバーチャルが融合した、新しい画期的な産業を創出したいと思います。 

 
そして、店舗スタッフが主役の個店経営へ進化していきたいと思います。 

 
最後に、ローコスト経営により、各ブランド事業で営業利益率15％を達成したいと考えています。 

 



今後３年間の取り組みですが、まずは世界最適地で経営を極めようと思います。 
 

例えば、デザイン本部はNY、次世代ビジネス本部はサンフランシスコ、 文化情報発信本部は
パリ、ロンドンといったことです。そして、世界中で経営をしていきたいと思います。 

 
また、世界最高水準のダイレクトビジネスを作っていきたいと考えています。 

 

さらに、グローバルで最高水準のサプライチェーンを構築していこうと思います。 

これは、グローバルで最適な生産ネットワークを構築し、商品企画からマーケティング、 
物流、販売まで、あらゆるビジネスシステムを最適化するということです。 

 
また、働き方の多様化により、従業員の満足度を高め、成長させていきたいと考えています。 

 
そして、世界最高の人材を獲得したいと思います。 
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ユニクロブランドを新しいグローバルブランドにするために、世界の主要都市に、本格的な

商品のR&Dセンターを作りたいと思います。NY、パリ、ロンドン、東京で本格的なR&Dセンタ

ーを立ち上げ、製品開発をさらに進化させていきます。 

 

また、グローバル企業・団体と、さらに協業していきたいと思います。例えば、現在行ってい

る株式会社東レ様、MoMAなどのパートナー企業・団体と、様々なイノベーションを行ってい

きたいと思います。 

 

そして、世界中で愛されるコア商品への進化を続けたいと思います。 
ヒートテック、ウルトラライトダウン、エアリズム、カシミヤセーター、ジーンズ、シャツ、 

パンツ、ワンピースなどのコア商品を進化させ、世界中で愛されるユニクロブランド商品を 

つくりたいと思います。 
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さらに、グローバルマーケティングとして、グローバルブランドを象徴する旗艦店を 
出店してまいります。 

 
シドニー、ベルリン、ボストン、フィラデルフィア、ロサンゼルス、シカゴ、大阪など、 

現在出店中の都市に加え、世界中の主要都市へ進出していきたいと思います。 
 

また、世界中のお客様と双方向でつながるデジタルコミュニケーションの確立をしたいと 
考えています。 
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我々はグローバルアンバサダーとして、４名のスポーツ選手のスポンサーしておりますが、 
先週のジャパンオープンで錦織選手が優勝し、同週のチャイナ・オープンで、ジョコビッチ選手

が優勝しました。また、NYで行われた全米オープンでは、ジョコビッチ選手と錦織選手が 

準決勝で対決し、錦織選手が日本人として、また、アジア人として、史上初の決勝に進むという

快挙を遂げました。 
 

それ以上に凄いのが、国枝選手です。全米オープンテニスの車いすの部において、シングルと 
ダブルスで優勝、４大国際大会のすべてを優勝する年間グランドスラムを達成いたしました。 

 
アダム・スコット選手に関しましては、昨年のマスターズで優勝し、現在、世界ゴルフランキング 

２位です。 
 

彼らをグローバルブランドアンバサダーとして、活躍を期待し、我々のグローバルブランド 

マーケティングの主要な部分としたいと思います。 
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東アジアでは、No.1ブランドとして確立できたと思います。 
 

例えば、今年度の小売りブランドランキングで、アジア太平洋地域で２位になりました。 
さらに中国では、３年連続でゴールデン・ブランドに選ばれ、ベスト10に入っております。 

韓国では、ブランド価値評価専門会社BrandStockによるブランドランキングで 

ファッション・雑貨部門で、ユニクロが1位に選ばれ評価されました。 
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また、世界で、その年度で最も顕著な成果を残した小売企業として、ファーストリテイリング

が”Retailer of the Year”を世界小売業者会議から受賞いたしました。 

 

これは、ファーストリテイリングの将来性と、新しいコンセプトが評価されたということだと 

思います。 
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次に、東南アジア・オセアニアの今後の成長性に関してですが、これらのエリアで旗艦店を
つくり、年間50店舗以上の出店ができるようになりたいと考えています。 

 
特に、オーストラリアでは、できるだけ早く、大量出店したいと思います。 

 
さらには、各国で競争力ある独自商品を開発していきたいと考えています。 
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次にグローバルブランド事業ですが、GUは、“ファッションと低価格”の日本発グローバル 

ブランドとして、アジアでNo.１のポジションをめざします。 

 

2014年９月には、台湾に１号店をオープンし、大成功しました。 

アジア市場での拡大のポテンシャルは大きいと思います。 

 

アフォーダブルラグジュアリーブランドは、各ブランドのDNAを活かしながら、ファースト 

リテイリング、ユニクロのプラットフォームを使い、各ブランドを最短で10億ドルのビジネスに

育てようと考えています。 
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次に、ユニクロ事業の改革ですが、チェーンストア経営を超えて、店舗スタッフを主役とした

個店経営へ進化していきたいと思います。その結果として、売上・収益を最大化します。 

 
そのためには、全社員、全経営者とファーストリテイリングのビジョン、ミッション、価値観、 

企業文化を共有することや、女性が主役になり、多様な働き方を前提に、全スタッフに 
成長機会を提供したいと考えています。 

 
また、サーバントリーダーとしての店長、経営者の育成をしていきます。 

 

そして、販売員、店舗スタッフ、店長の水準に合わせ、仕事の責任範囲を拡大し、 

各個人の成長をめざします。 
 

地域に根ざした店長と社員制度をつくり、地域で愛されるユニクロになるということを 
モットーにします。 
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また、ローコストオペレーションの徹底をしたいと考えています。 
グループで無駄な経費を極限まで圧縮し、費用対効果の高い経費・投資に絞り込んで 

いきます。 

 

グループ全体にローコストオペレーションを、企業文化として徹底していきます。 
集中購買や、世界最適地調達を確立し、最適・最安の調達を実現したいと思います。 

 

特に海外ユニクロや、グループブランドの経費構造を革新し、グループ全体の 

営業利益率を早期に15％にしたいと思います。 
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我々は、ＣＳＲ活動を事業との両輪と考え、推進しています。そして、服を通じて世界を良い 

方向に変えていきたいと思っています。 

 
主なCSR活動としては、全商品リサイクル活動、緊急災害支援、インターナショナル車いすテニ

スツアーへの３年間のタイトルスポンサーを行っております。 



 

 

さらには、奨学金プログラム、ソーシャルビジネス、バングラデシュ縫製工場の安全確保の 

取り組み、あるいは、全世界の子どもたちのために夢と希望を与えるClothes for Smilesの 

活動を行っております。 
 



 

 

また、この他には、出張授業「届けよう、服のチカラ」プロジェクトとして、学校に出向いて子供た

ちに全商品リサイクル活動の大切さを教え、回収した不要な子供服を世界中の人たちに届ける

活動を行っています。 
 

瀬戸内オリーブ基金では、1円、10円という非常に小さな金額の募金の積み重ねにより、 
累計15万本の木を植える植樹活動につながっています。 

 

そして、ユニセフと日本企業として初めてグローバルパートナーシップを締結し、子どもたちの 

学習環境の改善を行っています。 
 

スペシャルオリンピックス日本では、オフィシャルパートナーになり活動を支援しています。 
 

 また、障がい者雇用を今まで以上にやっていきたいと思っています。 
 

このような取り組みを、日本やアジアだけではなく、世界中で継続的に行っています。 



これは1999年につくった、我々のユニクロの定義です。 
 

「ユニクロは、あらゆる人がよいカジュアルを着られるようにする新しい日本の企業です」 
 

これが、我々ユニクロの原点です。 
  

 



ファーストリテイリングのミッションは、「服を変え、常識を変え、世界を変えていく」です。 
 

我々はそういう存在でありたいと思っています。 
 

そして、必ず、世界を良い方向に変えていくことができると信じています。 
 

私から以上です。 
ありがとうございました。 
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